
大正末期から昭和初期に建てられた
洋風木造建築の旅館が、銀山川の両
岸に立ち並ぶ温泉街。夕暮れになる
とガス灯に灯がともり、ノスタル
ジックな日本情緒が漂います。

銀山温泉（山形県尾花沢市）

山形県特集
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上山市山形市

村山エリア

熊野岳を最高峰とする蔵王連峰。山麓の蔵王温泉や蔵王高原、御釜などは
人気の観光スポットになっています。上山市のかみやま温泉は、城下町、
宿場町、温泉街の三つの歴史を兼ね備えた珍しい町。山形市、上山市両市
から眺める蔵王連峰に上る月は日本百名月に認定されています。

蔵王連峰
ざ　おう　れんぽう

奇岩怪石からなる山全体が修行と信仰の場になっています。登山口から
大仏殿のある奥之院まで１時間ほどの道のりは見事な景観の連続です。

蔵王の樹氷

厳寒の自然が作り出す樹氷。「アイスモンス
ター」とも呼ばれ大きいもので５メートルを超え
ます。複数の自然条件が造り出す雪と氷の
芸術品といえます。

ざ　おう　　じゅひょう

山形市 村山エリア

最上エリア
庄内エリア

置賜エリア

村山エリア

　

世
界
が
注
目

　

2
0
2
5
年
、
英
字
新
聞
社
「
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ

ム
ズ
」に
、「
世
界
に
発
信
す
る
価
値
を
持
つ
自
治

体
」
と
し
て
山
形
市
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

評
価
さ
れ
た
点
の
ひ
と
つ
、「
山
形
国
際
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
」
は
、
1
9
8
9
年
に

始
ま
っ
た
ア
ジ
ア
初
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

祭
で
、
2
年
に
1
度
、
山
形
市
で
開
か
れ
ま
す
。

各
国
の
映
画
関
係
者
か
ら
注
目
を
集
め
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
2
5
0
0
本
を
超
え
る
作
品
が
出
品
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
長
年
に
渡
る
文
化
創
造

の
取
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
米
誌「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
」に
も
、「
2
0
2
6
年
に
行
く
べ
き
世
界
の
旅

行
先
25
選
」
に
、
日
本
で
唯
一
山
形
県
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
同
誌
は
山
形
県
を
東
京
か
ら
3
0
0

キ
ロ
ほ
ど
の
距
離
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
別
世
界
の

よ
う
な
静
け
さ
を
保
ち
、
聖
な
る
山
々
、
静
寂
に

包
ま
れ
る
寺
社
、
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
温
泉
、

四
季
を
通
じ
て
各
地
で
開
催
さ
れ
る
伝
統
的
な
祭

り
な
ど
、
混
雑
を
避
け
て
、
通
年
で
伝
統
文
化
と

神
秘
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
が
で
き
る
と
評
価
し

て
い
ま
す
。

　

1
4
0
0
年
の
伝
統
を
有
す
る
出
羽
三
山

　
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」
誌
が

「
神
秘
的
な
伝
統
」
と
称
賛
し
た
出
羽
三
山
は
、

約
1
4
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
修
験
道
の
山
で
す
。

羽
黒
山
、
月
山
、
湯
殿
山
を
巡
る
こ
と
で
魂
を
浄

化
し
新
た
な
自
分
に
出
会
う
「
生
ま
れ
変
わ
り
の

旅
」
の
信
仰
が
今
も
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

羽
黒
山
の
杉
並
木
が
続
く
2
4
4
6
段
の
石
段

や
森
の
中
に
静
か
に
佇
む
国
宝 

羽
黒
山
五
重
塔

は
、
厳
か
な
空
気
が
漂
い
ま
す
。
今
年
は
十
二
年

に
一
度
の
御
縁
年
に
あ
た
る
特
別
な
年
と
さ
れ
、

こ
の
年
に
参
拝
す
る
と
何
倍
も
の
御
神
徳
や
十
二

年
分
の
御
利
益
を
得
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
が
息
づ
く

　

山
形
県
は
東
北
地
方
の
日
本
海
側
に
位
置
し
、

蔵
王
、
月
山
、
鳥
海
、
吾
妻
、
飯
豊
、
朝
日
と
日

本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
る
秀
麗
な
山
々
に
囲
ま
れ

て
い
ま
す
。
南
か
ら
連
な
る
米
沢
、
山
形
、
新
庄

の
各
盆
地
と
庄
内
平
野
を
最
上
川
が
流
れ
、
美
し

い
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

寒
暖
差
の
大
き
い
気
候
と
豊
か
な
自
然
は
、
さ

く
ら
ん
ぼ
を
は
じ
め
と
し
た
果
物
の
数
々
や
ワ
イ

ン
、
お
い
し
い
お
米
と
日
本
酒
、
全
国
区
の
ブ
ラ

ン
ド
を
誇
る
「
米
沢
牛
」
な
ど
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。

　

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
に
温
泉
が
あ
り
、
温
泉

王
国
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
も
有

数
の
優
れ
た
泉
質
と
豊
富
な
湯
量
を
誇
り
ま
す
。

　

ま
た
、
山
岳
信
仰
で
知
ら
れ
る
出
羽
三
山
や
庄

内
藩
・
米
沢
藩
な
ど
の
藩
政
時
代
の
名
残
が
あ
る

城
下
町
な
ど
、
精
神
性
や
伝
統
文
化
が
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

土
地
柄
の
異
な
る
４
エ
リ
ア

　

全
国
第
９
位
の
9
3
2
3
・
15
平
方
㎞
の
県
土

は
、
変
化
に
富
む
地
勢
や
江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制

の
な
ご
り
か
ら
、
置
賜
、
村
山
、
最
上
、
庄
内
の

４
つ
の
エ
リ
ア
に
大
き
く
区
分
さ
れ
、
方
言
や
食

べ
物
な
ど
の
文
化
に
微
妙
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
山
形
の
秋
の
風
物
詩
「
芋
煮
」
は
、

置
賜
・
村
山
・
最
上
エ
リ
ア
で
は
牛
肉
に
醤
油
味
、

庄
内
エ
リ
ア
で
は
豚
肉
に
味
噌
味
と
い
っ
た
違
い

が
見
ら
れ
ま
す
。
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姥湯温泉
開湯天文2年（1533）の歴史をもつ、標高1300ｍの県内最高所
にある温泉。山姥の湯は三方を奇岩奇石が聳え立つ絶壁に囲
まれ、他では味わうことのできない眺めがあります。

置賜エリア米沢市
うば　ゆ　おんせん

宝珠山立石寺
奇岩怪石からなる山全体が修行と信仰の場になっています。登山口から
大仏殿のある奥之院まで１時間ほどの道のりは見事な景観の連続です。

東根小学校の校庭にそびえる
日本一の大ケヤキは、推定樹齢
1,500年以上、目通り周囲16
メートルの巨木です。

山形市

山形市

ほうじゅさんりっしゃくじ

日本一の芋煮会フェスティバル
秋の味覚が充実した山形県の風物詩のひとつ「芋煮会」。
9月中旬には、馬見ヶ崎河川敷を会場に直径6.5メートルの大鍋で
３万食の芋煮が作られ、県内外の観光客で賑わいます。

村山エリア

村山エリア

東根の大ケヤキ

国特別天然記念物

東根市

ひがしね

村山エリア

羽黒山 五重塔

東北地方最古の塔といわれ、
平将門の創建と伝えられて
います。

鶴岡市

は　ぐろさん　ごじゅうのとう

庄内エリア
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▲書き駒

もっと知りたい！

山形県まつり
花笠まつり
　山形市で毎年8月5日から7日までの3日間行われる「山形花笠まつ
り」。約1万4千人の踊り手が、色鮮やかな衣装に身を包み、太鼓とに
ぎやかな花笠音頭に足並みを合わせて花笠を振って踊ります。
　花笠踊り発祥の地とされる尾花沢市では毎年8月27日、28日の2
日間、「おばなざわ
花笠まつり」が開
催されます。県内
の夏祭りの最後を
飾る祭りで、伝統
的な５つの流派の
踊りを見ることがで
きます。

だだちゃ豆
鶴岡市周辺の限られた地域でのみ栽培される在来種の枝豆。ゆで
上げるととうもろこしのような甘い香りが漂い、食べると甘みと旨みが
どんどん口の中に広がり、食べ始めたらもうやめられなくなるほどです。

さくらんぼ
全国生産量の約７割を占めます。明治時代に栽培が始まり150年以上
の歴史の中で、「佐藤錦」や「紅秀峰」などの品種が生み出され、毎年
６月になると真っ赤な宝石のような甘い果実を楽しめます。１粒が500円
玉より大きい「やまがた紅王」などの新品種の栽培も増えています。

ラ・フランス
全国生産量の約７割を占めます。特有の芳
香となめらかな食感が特徴で、「果物の女
王」とも呼ばれています。

ワイン
寒暖の差が大きく、上質なブドウがとれる
山形県は全国有数のワイン生産地。

四季の移り変わりがはっきりしている山形では、祭りも楽しみのひとつ。
代々受け継がれてきた伝統行事はもちろん、飛び入り参加可能な祭り
など、様々な催しが開催されています。

山形市

伝統工芸

食べ物

国指定伝統的工芸品　山形鋳物
　薄手で繊細な肌合いとモダンなデザインが魅力の山形鋳物。茶の湯
窯のシェアは日本トップクラスです。鋳物職人の町として全国でも希有な
「銅町」の地名が今も残ります。
　平安時代後期、源頼義軍に
同行していた鋳物師が、山形市
内を流れる馬見ヶ崎川の砂と
千歳公園付近の土質が型に最
適であることを発見し、数人がこ
の地に残ったことが始まりと伝え
られます。

国指定伝統的工芸品  天童将棋駒
　全国生産の9割以上を占める天童の将棋駒産業。その始まりは江
戸時代後期だといわれます。
　木地は薩摩ツゲや御蔵島ツ
ゲなどの木材を使用します。タイ
トル戦で使用される最高級品の
「盛上げ駒」は表情豊かな木目
に漆を用いた躍動感ある文字
が特徴。また、天童将棋駒に伝
承される「書き駒」の草書体の
文字は独特の美しさです。

天童市山形市

尾花沢市 ユネスコ無形文化遺産　新庄まつり
　毎年8月24日から26日の3日間開催される新庄まつり。初日の宵まつ
りでは、豪華絢爛な山車20台が勇壮なまつり囃子とともに市内を巡行
します。2日目の本まつりでは、山車行列のほか古式ゆかしい神輿渡御
行列も行われ、最終日には、カモシカを模した民俗芸能「鹿子踊」を見
ることができます。
　平成28年（2016
年）、「新庄まつりの
山車行事」が全国
33の「山・鉾・屋台
行事」の一つとして、
ユネスコ無形文化
遺産に登録されました。

新庄市

てんどうしょうぎこま

山形牛
「米沢牛」に代表される山形牛は、豊かな
自然と優れた肥育技術が育む黒毛和牛。
とろけるような肉の旨みとやわらかさが特徴。
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山形県の
おすすめスポット

　大正5年（1916）に建てられた英国近世復興様式の建物で、昭和
50年（1975）まで山形県の県庁舎および県会議事堂として使用され
ていました。石貼りの重厚感ある佇まいのほか、内部の豪華な装飾を
見ることができます。映画やドラマのロケ地としても注目を集めています。

山形県郷土館　文翔館

最上川舟下り 戸沢村 本間美術館（国指定名勝）

（東北エプソンアクアリウムかもすい）

（国指定重要文化財）

　クラゲの展示種類
数（100種以上）世界
一を誇ります。世界最
大級の直径5mの水
槽で約1万匹のミズク
ラゲが漂う様子は幻
想的です。

　米どころ庄内地方
で収穫されたコメを保
管するために明治26
年（1893年）に建てら
れた貯蔵蔵が12棟立
ち並びます。白壁の土
蔵とケヤキ並木の景
観は、人気のフォトス
ポットになっています。

　山形県を約229㎞
にわたって縦断する
最上川は、松尾芭蕉
の句「五月雨をあつめ
て早し最上川」でも知
られます。約12㎞の
距離を約1時間かけ
てゆったりと下る舟旅
は、山桜、新緑、紅葉、
冬景色と四季折々の
自然を満喫できます。

　日本一の大地主と
いわれた本間家が、文
化10年（1813）に建て
た別荘が美術館とし
て一般公開されてい
ます。美しい日本庭園
が見どころで、春の白
ツツジ、夏の緑、秋の
紅葉、冬の雪化粧と
四季折々の景観を堪
能できます。

山居倉庫 加茂水族館 鶴岡市

　「東光」の名で知られる小嶋総本店は、慶長2年（1597）創業の
米沢藩上杉家御用酒屋。東北最大級の酒蔵資料館では、昔ながら
の造り酒屋の様子や酒造りの道具などを見ることができます。

酒造資料館　東光の酒蔵
とうこう　　さかぐら ぶんしょうかん

さんきょそう　こ か　も　すいぞくかん

も　がみがわふなくだ ほん　ま　びじゅつかん

米沢市

置賜エリア 山形市

村山エリア

酒田市
最上エリア

酒田市

庄内エリア

庄内エリア 庄内エリア

2026年4月1日リニューアルオープン

2026年5月28日～5月31日に
“美食×美酒やまがた”が

開催されます。
買って、食べて　山形を満喫しましょう！
詳しくは裏表紙をご覧ください。 山形県公式観光サイト

「やまがたへの旅」

・名古屋（小牧）空港～おいしい山形空港（約1時間5分）
　山形空港シャトル～山形市内（約35分）

・中部国際空港～仙台空港（約1時間15分）
　電車（仙台駅経由）～山形市内（約1時間40分）
※お出かけの際は、事前に目的地ホームページなどをご確認ください。

公共交通機関をご利用の場合

Information
まだまだ

紹介しきれない
山形の魅力は
こちらから！

参考：山形県HP、新庄市HP、天童市HP、山形県公式観光サイト「やまがたへの旅」　　協力：山形県、天童市、日本一の芋煮会フェスティバル事務局
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　当金庫は、角文株式会社及び株式会社フジ
ケン（社名は五十音順）が販売する住宅につ
いて『おかしん残価設定型住宅ローン』の取
扱いを開始することに合意しました。

　当住宅ローンは、元金返済の一部を最終回
まで据え置き、借入期間を最長20年とする
ことで、子どもの教育費など家計の負担が大
きくなる時期の住宅ローンの返済負担を軽減
するとともに、住み替えや返済額の見直しな
ど、予想されるライフステージの変化に応じ
て将来、お客さまに選択していただくことが
できる住宅ローンです。

『おかしん残価設定型住宅ローン』
 取扱い開始の合意

岡崎警察署からのお知らせ

詐欺の電話は
アプリで
ブロック!!

　投資の振込先が個人名義は 詐欺 警察からSNSで連絡があったら 詐欺

特殊詐欺の犯人から携帯電話にかかってくるケースが
急増しています。犯人からの電話を直接受けないため
には、犯人が使う国際電話番号などをアプリでブロッ
クする対策が有効です。

アイチポリス・警察庁推奨アプリで防犯対策
警察が提供した犯行利用番号及び自社調査番号
　の発着信遮断・警告

国際電話番号の発着信遮断・警告 ※Androidのみ

警察庁提供の防犯情報の通知
発着信画面に事業者名を表示 ※詐欺対策by NTTタウンページのみ

詐欺対策 by

※右のコードはAndroid、iPhone共通

※右のコードはAndroid、iPhone共通

Okashin News おかしんからのお知らせ
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（愛知県岡崎市上明大寺町2丁目14-10）

2026年5月28日㈭～5月31日㈰
11：00～19：00（最終日 18：00）

グランドイン東岡崎３階催事場

オト  　　　リバーサイド　　　　　　テラス

開催期間

OTO RIVERSIDE TERRACE会　場

★

主催／山形県名古屋事務所　　共催／㈱庄交コーポレーション  庄内観光物産館事業部
協力／スターツ東海㈱、岡崎信用金庫、岡崎ニューグランドホテル、鶴岡信用金庫

ナショナルジオグラフィックが選んだ
「2026年に訪れるべき世界の旅行先25選」に国内唯一 山形県が選出!

山形の酒蔵
が

大集合！

山
形
の
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ
美
味
し
い

お
酒
、
食
の
特
産
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
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